
実
行
委
員
長

副
委
員
長

特
別
展
担
当

庶

　

務

会

　

計

事

務

局

相

談

役

会
場
受
付

出
品
者
の
皆
様（
順
不
同
・
敬
称
略
）

文
化
展
役
員
の
皆
様

中
里
國
英
　
吉
田
浩
康
　
吉
野
早
苗
　
川
述
宗
彦

大
野
幸
子
　
関
登
志
郎
　
岡
原
範
子
　
中
村
和
子

小
柳
祥
子
　
秋
山
和
代

中
村
青
秀
　
島
田
萃
芳
　
加
藤
聰
子
　
秋
山
杏
寿
　
中
村
次
子
　

新
井
達
矢
　
佐
宗
克
明
　
久
保
田
昭
夫
　
柴
田
久
和
　
諸
井
末
男

髙
橋
哲
也
　
坂
上
愛
　
パ
ロ
ミ
タ
友
美
　
武
田
正
弘
　
大
林
文
子

関
美
智
子
　
小
山
英
隆
　
清
水
幸
子
　
吉
川
永
司

中
野
三
矢
　
川
述
宗
彦
　
濱
中
和
敏
　
渡
辺
祐
治

あ
き
る
野
市
水
墨
画
墨
遊
会

岡
野
美
蒼
　
高
梨
冨
貴
子
　
白
倉
眞
知
子
　
稲
石
国
子
　

青
木
賀
久
子
　
木
住
野
千
鶴
子
　
野
中
勝
　
髙
橋
達
也
　

吉
田
浩
康

小
林
美
恵
子
　
磯
貝
充
宏
　
佐
藤
禮
子
　
古
賀
幹
子
　
中
根
勉

吉
野
敬
子
　
佐
々
木
俊
一

宗
禅
寺
俳
句
会

中
野
つ
た
え
　
中
野
良
一
　
中
野
満
子
　
雨
倉
み
よ
子
　
平
井
敏
正

島
田
実
　
島
田
陽
子
　
中
村
多
佳
子
　
大
野
幸
枝
　
高
井
和
正

鹿
野
川
喜
代
美
　
加
藤
紀
代
　
大
野
裕
稔
　
島
村
康
子
　
小
柳
祥
子

鹿
野
川
美
香
　
松
岡
伸
子
　
秋
山
充
恵
　
秋
山
晴
之
　
金
子
明
代

天
川
紀
香
　
酒
井
真
由
美

中
里
昌
子
　
大
野
青
穂

雨
倉
由
美
子

水
村
辰
也

ア
ト
リ
エ
こ
と
り
の
子
供
た
ち

及
川
雅
子
　
立
石
和
　
秋
山
朋
哉
　
指
田
祐
樹
　
池
永
陽
俊

池
永
智
哉
　
佐
藤
ひ
か
り
　
濱
鍋
美
和
　
山
元
健
士
　
水
野
涼
介

島
津
麻
帆
　
竹
内
隆
正
　
吉
田
瑛
翔
　
吉
田
陽
真
　
葛
西
真
帆

細
谷
大
吾
　
柏
原
健
吾
　
佐
々
木
紬
　
峰
岸
依
未
　
遠
藤
莉
大

井
上
翠
里
　
工
藤
駿
斗
　
小
林
柚
子
葉
　
小
林
さ
く
ら
　
山
田
紬

横
手
菜
々
　
高
部
莉
世
　
多
田
誠
大
　
原
一
之
助
　
石
井
悠
誠

清
水
優
介
　
牧
之
瀬
今
　
上
木
翔
一
朗
　
萩
原
梨
央

天
野
亜
以
子
　
鈴
木
朝
陽
　
田
村
里
衣
紗
　
秋
山
和
代

髙
橋
信
吾

坂
井
頼
利
　
水
村
辰
也
　
加
藤
紀
代
　
木
村
則
男
　
唐
仁
原
藤
夫

永
瀬
宗
江
社
中
　
永
瀬
宗
江
　
原
宗
恵
　
雨
倉
宗
千
　
中
村
宗
佐

熊
木
宗
法
　
中
里
宗
美
社
中

ノ
ジ
ニ
ナ
・
オ
ル
ガ(

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
者
・
昭
島
市
在
住)

石
川
県
輪
島
市
の
皆
様

風
間
敞
子 

書
道
　
　
寺
田
し
の
ぶ 

仏
画
　

柳
澤
玉
暎 

篆
刻
　
　
津
田
義
雄 

歳
時
記
人
形

島
田
弘

雨
倉
久
行
　
中
村
勝
司
　
新
井
敏
行
　
大
野
泰
広(

宗
禅
寺
総
代
会)

島
田
秀
男

新
井
政
昭
　
中
村
勝
司
　
秋
山
義
徳

高
井
和
正
　

雨
倉
み
よ
子
　
中
野
良
一

中
野
恒
雄
　
島
田
辰
夫

宗
禅
寺
護
持
会
・
総
代
会
の
皆
様

絵
画
・
ス
ケ
ッ
チ

切

り

絵

版

画

書

道

能
面
と
木
彫

篆

刻

水

墨

画

鉛

筆

画

写

真

俳

句

新
聞
サ
ロ
ン

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

活

け

花

押

し

花

伝
統
左
官
芸
術

絵
画
造
形
教
室

　フ
ィ
ッ
シ
ュ
モ
デ
ル

尺

八

演

奏

抹

茶

施

茶

特

別

出

品

刺

繍

輪

島

塗

友

情

出

品

宗禅寺だより

https://www.hamura-souzenji.com/

令和 8 年３月

臨
済
宗
建
長
寺
派 

そ
う

ぜ
ん

じ

宗
　禅
　寺

〒
二
〇
五-

〇
〇
二
一

 

羽
村
市
川
崎
二
ー
八
ー
二
〇

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
２
ー
５
５
４
ー
１
２
７
６

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２
ー
５
７
８
ー
３
５
２
５

医
王
山

ＪＲ羽村駅西口より徒歩12分

玉川上水

福生警察署

びっくり
　ドンキー

宗禅寺

ＪＲ青梅線
神明神社

交番

羽村駅 福生駅

新奥多摩街道

セブン
イレブン
セブン
イレブン

ほっともっと
福生クリニックＰ

Ｐ

Ｐ

E
-m
a
il：
h
a
m
u
ra
s
o
u
ze
n
ji@
g
m
a
il.c
o
m

宗禅寺HP

第
二
十
四
回

彼
岸
早
朝
坐
禅
会
開
催
し
ま
す
。
17
日(

火)

～
23
日(

月)

毎
朝
6
時
～
7
時
。
ご
予
約
ご
不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も

ご
参
加
で
き
ま
す
。

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
で
す
。
誕
生
を
祝
し
て

フ
ラ
メ
ン
コ
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
※
詳
細
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展 

示

特
別
展

写
真
・
絵
画
・
書
道
・
篆
刻
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
聞
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
陶
芸
・
能
面
・
活
け
花

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
水
墨
画
・
彫
金
・
押
し
花
・
写
真
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
モ
デ
ル
　
他
多
数
展
示

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
　
昭
島
市
　
ノ
ジ
ニ
ナ
・
オ
ル
ガ
さ
ん
の
刺
繡

能
登
被
災
地
輪
島
職
人
さ
ん
に
よ
る
　
輪
島
塗

木
工
芸
　
五
十
嵐  

誠
さ
ん

気
球
の
写
真
　
菊
田  

明
理
さ
ん

漆
工
芸
　
並
木  

恒
延
さ
ん

白
磁
　
副
島  

泰
嗣
さ
ん

【
特
別
展
〜
〜
並
木
恒
延
回
顧
展
〜
〜
】

【
地
域
の
皆
様
に
よ
る
一
般
展
示
】

【
追
悼
展
】

並木恒延　「みどりの小道」

※
最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

●●

　

春
の
お
彼
岸
を
迎
え
ま
す
。お
墓
参
り
を
し
て
手
を
合
わ
せ
る
と
自
分
と
の
命
の
繋
が
り
を
感
じ
れ
ま
す
。

　

恒
例
の
春
の
文
化
展
も
開
催
致
し
ま
す
。今
年
の
特
別
展
は
羽
村
に
産
ま
れ
羽
村
で
育
ち
、
羽
村
で
創
作
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
並
木
恒
延
さ
ん
の
回
顧
展
を
開
催
致
し
ま
す
。作
品
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
個
人
様
に
も
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
実
現
致
し
ま
し
た
。檀
信
徒
以
外
の
皆
様
の
ご
観
覧
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　



朝
　
粥

坐
禅
会

毎
月
第
一
日
曜
日　

朝
６
時
〜
９
時　

次
回
４
月
５
日　

坐
禅
後
に
禅
の
食
事
作
法
に
則
っ
て
お
粥
を
い
た
だ
き
ま
す
。

新
鮮
な
朝
の
空
気
を
感
じ
ま
す
。　

予
約
不
要
で
す
。　

一
　
部

平
　
家

平
家
琵
琶
を
聴
く
会
。４
月
11
日（
土
）12
日（
日
）　

５
月
お
休
み

６
月
か
ら
第
二
日
曜
日
、第
三
土
曜
日　

午
前
10
時
半
か
ら

問
い
合
わ
せ
：
鈴
木
孝
庸
０
９
０
‐
１
２
６
７
‐
０
８
６
４

サ
ウ
ン

ド
バ
ス

ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
、チ
ベ
タ
ン
ボ
ウ
ル
の
音
色
の
中
で
静
か
に

横
た
わ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

４
月
17
日　

５
月
15
日　

６
月
19
日　

７
月
10
日　

い
ず
れ
も
金
曜
日
10
時
〜
11
時
15
分

原
真
弓
０
９
０
‐
４
３
９
２
‐
７
１
３
３

土
　
曜

坐
禅
会

毎
週
土
曜
日　

予
約
不
要
で
す
。　

19
時
半
〜
21
時　

足
に
ご
不
安
の
方
に
は
、イ
ス
坐
禅
も
ご
ざ
い
ま
す
。

リ 

ア 

ル

て
ら
こ
や

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
中　

第
４
水
曜
日
14
時
〜
19
時

(

小
学
生
は
16
時
半) 　

主
催
：
ら
い
む
ぎ
ハ
ウ
ス

問
い
合
わ
せ
： 

０
９
０ｰ

５
５
４
２ｰ

６
１
４
９（
水
野
）

子
供
た
ち
の
学
習
支
援
と
居
場
所
づ
く
り
。

学
習
指
導
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
対
応
可
。

写
経
会

毎
月
１
の
日(

１
日
、11
日
、21
日)

13
時
〜
15
時

般
若
心
経
写
経
。支
度
片
付
け
は
全
員
で
。

御
詠
歌

毎
月
第
１
第
３
火
曜
日
13
時
半
〜
15
時　

仏
教
の
コ
コ
ロ
を
歌
に
乗
せ
て　

指
導
：
高
井
淑
子

土
　
曜

講
　
座

毎
月
一
回
開
催
の
公
開
講
座
。毎
回
13
時
〜
16
時
。

地
域
文
化
創
造
を
め
ざ
し
て
。

寺は皆さんの心の道場です
自分みがきをしませんか。 まずお出かけください。

◆
宗
禅
寺
で
は
、
檀
家
さ
ん
以
外
の
法
事
葬
儀
を
う
け
て
い
ま
す
。
仏
事
相
談
、
随
時
。
葬
儀
・

　

 

法
事
・
お
墓
の
こ
と
な
ど
、
困
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
お
寺
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
も
メ
ー
ル
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

　

春
の
彼
岸
を
迎
え
ま
す
。
宗
禅
寺
の
第
二
十
四
回
春
の
文
化
展
が
始
ま
り
ま

す
。　　

宗
禅
寺
が
羽
村
の
川
崎
村
に
居
し
て
四
一
一
年
が
た
ち
ま
す
。
始
め
は
玉

川
上
水
堂
橋
あ
た
り
に
あ
り
ま
し
た
。
元
禄
八
年(

１
６
９
５
年)

に
今
の
場
所
に

移
り
ま
し
た
。

　

川
崎
の
村
民
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
村
持
ち
の
お
寺
で
す
。
薬
師
堂
は
寺
が
創
建

さ
れ
る
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
宗
禅
寺
は
た
く
さ
ん
の
檀
家
さ
ん
や
地
域
の
方
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
活

発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
寺
で
す
。

　

寺
は
た
く
さ
ん
の
建
物
と
境
内
、
駐
車
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
禅
宗
と
い
う

教
え
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
の
葬
儀
や
法
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
檀
信
徒
の
先
祖
供
養
や
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
菩
提
を
弔
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
何
十
年
間
は
、こ
の
建
物
や
駐
車
場
を

多
く
の
方
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

坐
禅
会
、
写
経
、
御
詠
歌
、
土
曜
講
座
は
寺
主
体
で
、
節
分
豆
ま
き
や
薬
師
大

祭
は
薬
師
講
や
サ
ン
ガ
の
会
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、リ
ア
ル
て
ら

こ
や
、
木
彫
教
室
、ヨ
ガ
、
う
ど
ん
・
そ
ば
教
室
、
新
聞
サ
ロ
ン
、
な
ど
な
ど
は
主
催
者

の
も
と
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。み
ん
な
が
禅
セ
ン
タ
ー
や
み
ん
な
の
家
や
学
び
舎
や

本
堂
、
客
殿
、
隠
寮
を
使
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
寺
と
の
相
談
の
上
、
ど
な
た
で
も
使

え
ま
す
。

　

駐
車
場
は
以
前
に
水
族
館
劇
場
が
大
々
的
に
使
っ
て
演
劇
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
と
共
に
寺
を
使
っ
て
み
ん
な
で
文
化
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
地
域
の
拠
点
と
し
て
新
し
い
住
民
の
方
々
も
参
加
し
、お
寺
か
ら
文
化
を
発

信
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
今
、
特
に
土
曜
講
座(

毎
月
一
回)

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ

た
ら
い
い
か
、
思
案
し
て
い
ま
す
。ど
な
た
か
一
緒
に
な
っ
て
共
に
思
案
し
て
く
れ
ま
せ

ん
か
。

　

多
く
の
方
々
と
共
に
地
域
の
文
化
を
作
り
続
け
る
士
夫
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

先
ず
は
、
文
化
展
に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

●
い
き
い
き
ヨ
ガ

●
木　

彫　

教　

室

●
宗
禅
寺
俳
句
会

●
尺 

八 

吹 

禅 

の 

会

●
う   

ど   

ん   

教   

室

●
宗
禅
寺
将
棋
愛
好
会　

●
介  

護  

予  

防  

体  

操

●
新　

聞　

サ　

ロ　

ン

●
竹
（々
ち
く
ち
く
）会

●
ポ
コ
ア
ポ
コ

毎
月
第
１
第
３
木
曜
日
10
時
〜
11
時

毎
月
第
１
第
３
土
曜
日　

13
時
〜
16
時　

講
師
：
新
井
達
矢
先
生

毎
月
１
回
適
宜
。

毎
月
第
１
第
３
月
曜
日　

19
時
半
〜
21
時
頃

現
在
２
ク
ラ
ス
開
講
中
。月
一
回
。

毎
月
第
３
日
曜
日
13
時
半
〜
16
時
半

毎
週
金
曜
日
14
時
〜
16
時　

会
場
は
み
ん
な
の
家

毎
月
第
４
土
曜
日
13
時
〜
14
時　
　

要
予
約　

０
９
０
ー
６
５
４
９
ー
０
７
５
１

毎
月
第
２
水
曜
日 

第
４
金
曜
日
10
時
〜
16
時　

問
い
合
わ
せ
：
根
岸
か
代
子

羽
村
不
登
校
児
童
の
親
御
さ
ん
の
会
。定
例
会
を
第
３
土
曜
日
午
前
中
に
開
催

…………………………

門
前
の
宗
禅
寺
禅
セ
ン

タ
ー
、
裏
の
み
ん
な
の
家
を

お
使
い
下
さ
い
。
駐
車
場
で

も
イ
ベ
ン
ト
可
能
で
す
。

https://www.hamura-souzenji.com/

E-m
ail：

ham
urasouzenji@

gm
ail.com

宗
禅
寺
住
職　　

高
井
正
俊

―
―
寺
は
文
化
の
発
信
地
で
あ
り
た
い
―
―

宗
禅
寺
は
何
を
目
指
し
て
い
る
か

宗
禅
寺
は
何
を
目
指
し
て
い
る
か

日
　
程

　
　
四
月
五
日（
日
）

時
　
間

　
　
開  

場
　
十
三
時
半

　
　
開  

演   

十
四
時

入
場
料

　
　
千
円
に
て

　
※
要
事
前
申
込

　
　
入
場
料
は
当
日
受
付

出
　
演
　

　
バ
イ
レ(

踊
り)

　

　
　
小
林
伴
子
　
北
村
和
実

　
　
町
井
直
美
　
吉
田
慧
美

　
　
藤
井
寛
子
　
　

　
ギ
タ
ー
　
山
﨑
ま
さ
し
　

　
カ
ン
テ(

歌)

　
西
　
容
子

〈
　
式
　
次
　
第
　
〉

●  

イ
ス
坐
禅

●  

花
祭
り
法
要 

般
若
心
経
唱
和

●  

鎌
倉
流
御
詠
歌
を
一
緒
に

●  

フ
ラ
メ
ン
コ
ラ
イ
ブ

お
釈
迦
様
の

　
誕
生
を
祝
う

　
　
フ
ラ
メ
ン
コ
ラ
イ
ブ

宗
禅
寺
：
０
４
２（
５
５
４
）１
２
７
６

ham
urasouzenji@

gm
ail.com

お
申
込
み
は
お
電
話
か

　
　
　
　
　
メ
ー
ル
に
て


